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「国の要請によるあらたな給与削減」問題

黒岩知事は職員に対して、真に誠意ある対応をせよ！

知事のあらたな減額措置は期末手当のみ、現行の給与減額率は据え置きで職員に感謝？！
○地方分権の理念はどこに？

県の独自給与削減が行われている中、７月から国の要請によるあらたな給与削減が始まります。

今回の国による地方公務員の給与削減の強制は、「地域のことは地域で決めるという地方分権の理念に照らしても、容認できるものではない。」と1月21日の黒岩知事を含む県内首長が声明で主張したとおり、憲法に規定されている地方自治を、一時の政権が踏みにじるものであり、また、労使自治に不当に介入するものです。

東京都知事は、国の要請には応じず、給与引き下げはしない方針を出しており、大阪府知事は記者会見で、国並みの給与カットは実施しないと表明しました。また、愛知県は、「実質的に国の要請をはるかに上回る給与抑制を含む行革を行っている」として、給与減額要請を拒否しています。

しかし、神奈川県では、「国からの要請」「閣議決定は非常に重い」「県の財政状況が厳しい」と、独自カットがされている職員に対し、容赦ない国並みの給与削減提案が示されました。

県労連交渉の中で私たちは、「知事は自分が出した声明についての考え方をどうして変えたのか、きちんと説明してほしい」と何度も追求しましたが、結局、理解できる説明はありませんでした。

　県労連最終交渉の最後の場面で芹沢議長は、「国の要請に基づいた給与減額の提案のあり方や水準は、到底容認できるものではないという考え方は変わっていない。交渉結果を受け止める県の責任者である知事は、国に対する姿勢を職員にわかるよう示していただきたい。」と強く要請し、5月31日の朝、大綱妥結しました。
○職員に対し、本当に感謝をしているのか！

　その後、黒岩知事は6月5日の定例記者会見で、「平成25年度6月補正予算案等の概要」についての説明を行い、その中で、知事等特別職及び一般職の給与減額関係議案が示されました。

一般職の期末・勤勉手当は5%減額、知事の期末手当は15%減額となっています。しかし、現在実施している知事の給与・地域手当の減額措置25％は据え置きのままで、7月から減額率の変更はありません。

一方で、たとえば行政職給料表（1）4級から6級相当職の職員は、現行の4%が7月からは7.77%と、約2倍の減額率となってしまいます。
これで本当に、職員に対して感謝をしていると言えるでしょうか。ちなみに、他県の知事記者会見では、次のようなコメントが出されています。

◆富山県：苦渋の決断だったが、職員に理解してもらい感謝したい。

◆青森県：苦渋の思いとしてお願いさせてもらった。

  受ける側も一緒に（行財政改革を）10年間やってきたという思いがあり、つらい思いの中でのやりとりだった。

◆岡山県：（独自カットを受けてきた）職員に配慮したかった。国には県のこれまでの努力を評価していただきたい。
なお、佐賀県では妥結時に副知事から、「来年度は（給与削減を）させない取り組みを約束する」言葉があったと聞きました。
○職員への誠意ある対応を求める！
自治労県職労は、今回の削減に対する職員への誠意ある対応と今回のさらなる削減内容を来年3月に終了させることを知事が直接職員に示すよう、引き続き求めていきます。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































